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第
五
回
い
な
み
ど
ろ
ん
こ
ま
つ
り

商
店
街
の
夏
の
風
物
詩

商
店
街
の
夏
の
風
物
詩

ど
ろ
ま
み
れ
の
熱
戦

稲
美
町
商
工
会

■県連合会Letter ２～４頁
　・第１回事業委員会  ・人事管理委員会
　・第１回共済事業委員会 ・10月の主な行事
　・第１回商工会地域活性化研究会 ・商工会理事研修会
　・商工会管理者研修会・事務局連絡会議
　・第13回青年部主張発表大会 ・県商工青年同友会
　・銀の馬車道リレーイベント（生野町・中播磨地区商工会）

■商工会Letter ５～６頁
　・ビジネススクールを開講（加東市商工会）
　・竹野町ウミナリエ（竹野町商工会青年部）
　・“シカ肉バーガー”を試験販売（佐用町商工会青年部）
　・知的財産検定２級対策講座（三田市商工会）
　・第２回淡路市夏まつり（淡路市商工会）
　・クールビズシャツを試作（但東町商工会）

　

去
る
七
月
二
十
二
日
、
稲
美
町
商
工
会
青
年
部
（
古

谷
尚
之
部
長
）は
、「
第
五
回
い
な
み
ど
ろ
ん
こ
ま
つ
り
」

を
開
催
し
た
。
水
生
植
物
の
「
あ
さ
ざ
」
で
有
名
な
天

満
大
池
隣
接
の
田
ん
ぼ
に
、
県
内
外
か
ら
百
二
十
二

チ
ー
ム
約
六
百
人
が
結
集
。

　

選
手
た
ち
は
、
ぬ
か
る
み
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
泥

に
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
な
が
ら
の
レ
シ
ー
ブ
や
、
鋭
い

ス
パ
イ
ク
を
決
め
、
あ
ぜ
で
見
守
っ
た
多
く
の
観
客
を

沸
か
せ
た
。
ま
た
、
初
め
て
仮
装
賞
他
ユ
ー
モ
ア
賞
を

多
数
設
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
様
々
な
服
装
の
参
加

者
で
会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
。（
右
上
円
内
で
マ
イ
ク

を
手
に
し
て
い
る
の
は
、
大
西
商
工
会
会
長
）
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県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
七
月
十

九
日
に
県
商
工
会
館
で
第
一
回
事
業

委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

事
業
委
員
会
は
、
平
成
十
八
年
度

基
本
問
題
研
究
会
の
答
申
を
基
に
、

商
工
会
事
業
へ
の
助
成
金
の
決
定
や

各
地
区
の
地
域
活
動
の
強
化
及
び
運

営
施
策
を
審
議
す
る
目
的
で
設
置
さ

れ
た
。
昨
年
度
ま
で
の
小
規
模
事
業

強
化
対
策
事
業
委
員
会
（
指
導
課
）、

兵
庫
県
商
工
会
振
興
協
議
会
（
経
営

支
援
課
）、
商
工
会
情
報
化
推
進
委

員
会
（
組
織
支
援
課
）
の
三
つ
が
統

合
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
、
協
議
承
認
さ
れ
た
議
案
は

次
の
と
お
り
。

一
．
広
域
振
興
等
地
域
活
性
化
事
業

に
係
る
共
催
事
業
の
実
施
に
つ
い

て㈠
商
工
会
グ
ル
ー
プ
等
と
の
共
催

事
業　

三
事
業

㈡
商
工
会
広
域
連
携
強
化
事
業　

二
事
業

㈢
地
域
活
性
化
支
援
事
業　

五
事

業
㈣
商
工
会
テ
ー
マ
別
専
門
研
修
会

支
援
事
業　

十
四
事
業

二
．
連
合
会
連
携
強
化
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

㈠
地
域
商
工
会
振
興
協
議
会
事
業

　

七
事
業

㈡
広
域
商
工
業
振
興
対
策
事
業

（
合
併
）　

二
事
業

三
．
小
規
模
事
業
強
化
対
策
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

㈠
広
域
連
携
支
援
事
業　

四
事
業

㈡
人
事
交
流
支
援
事
業　

九
事
業

主な行事予定

10
月
の
こ
よ
み

４
日
㊍ 

業
務
別
研
修
会（
商
工
会

会
員
増
強
）　
（
神
戸
市
）

13
日
㊏ 
昇
格
試
験（
筆
記
）（
神
戸
市
）

17
日
㊌
〜
18
日
㊍

 

経
営
革
新
支
援
研
修
会

（
加
東
市
）

23
日
㊋
〜
24
日
㊌

 

商
工
会
会
長
・
副
会
長

研
修
会（
南
あ
わ
じ
市
）

24
日
㊌
〜
25
日
㊍

 

第
9
回
商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
（
広
島
県
）

▲第２回人事管理委員会

商
工
会
と
の
共
催
事
業
等
を
採
択

第
一
回
事
業
委
員
会

委
員
長
に
石
原
利
男
氏
を
選
出

第
二
回
人
事
管
理
委
員
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
十
一

日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
平

成
十
九
年
度
第
二
回
人
事
管
理
委
員

会
」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
よ
り
、
社
会
保
険
労
務
士
で

あ
る
石
原
利
男
氏
を
新
た
に
委
員
長

に
、
ま
た
、
本
会
の
チ
ー
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
前
田
欣
也
氏
を
副
委

員
長
に
選
出
し
、
同
委
員
会
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
及
び
方
針
協
議
】

一
、
人
事
管
理
委
員
会
の
進
め
方
に

つ
い
て　

二
、
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
の
改

正
に
伴
う
合
意
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

一
、
平
成
十
九
年
度
人
事
異
動
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

一
、
商
工
会
等
職
員
採
用
候
補
者
試

験
の
結
果
に
つ
い
て

求
償
債
権
の
回
収
見
込
み
判
定
の
実
施

第
一
回
共
済
事
業
委
員
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
二
十

四
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
第
一

回
共
済
事
業
委
員
会
を
開
催
し
、
以

下
の
案
件
を
審
議
承
認
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
運
営
方
針
と
し
て
は
、
小
委

員
会
を
設
置
せ
ず
に
運
営
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

㈠
代
位
弁
済
の
実
行
に
つ
い
て

代
位
弁
済
請
求
の
七
件
、
約
千
百

万
円
を
承
認
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

各
商
工
会
の
金
融
審
査
委
員
会
の

承
認
手
続
き
を
確
認
す
る
よ
う
指

示
が
あ
っ
た
。

㈡
求
償
債
権
の
回
収
見
込
み
判
定
の

実
施
に
つ
い
て

求
償
債
権
の
回
収
見
込
み
を
各
商

工
会
・
金
融
審
査
委
員
会
の
調
査

を
経
て
、
八
月
中
に
報
告
を
求
め

る
。

㈢
出
資
金
の
求
償
債
権
へ
の
充
当
に

つ
い
て

県
商
工
連
協
同
組
合
の
出
資
者
に

代
弁
先
債
務
者
が
存
在
す
る
た
め
、

手
続
き
を
経
て
求
償
債
権
に
充
当

す
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
（
八
月
号
）
の
二
頁
に
お
い

て
見
出
し
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
重
点

に
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
「
簡
易
サ
ー

ビ
ス
を
重
点
に
」
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〔
新
規
〕

　

総
務
部
総
務
課
主
事　

梅
谷
敦
子

八
月
一
日
付
職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

▲第１回共済事業委員会
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
去
る
七
月

二
十
三
日
、県
商
工
会
館
（
神
戸
市
）

で
平
成
十
九
年
度
第
一
回
商
工
会
地

域
活
性
化
研
究
会
を
開
催
し
、委
員
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
十
二
名
が
出
席
し

た
。

　

今
回
は
、
六
月
二
十
二
日
に
開
催

さ
れ
た
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会

実
務
小
委
員
会
の
内
容
を
受
け
、
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
た
。

　

協
議
の
中
で
、
瓦
田
太
賀
四
委
員

長
（
兵
庫
県
立
大
学　

大
学
院　

会

計
研
究
科
長
）
は
、
最
終
報
告
書
が

商
工
会
に
と
っ
て
真
に
役
立
つ
も
の

と
す
る
た
め
、
但
東
町
商
工
会
・
南

あ
わ
じ
市
商
工
会
に
お
い
て
取
組
ん

で
い
る
産
学
連
携
事
業
を
成
功
に
導

き
、
そ
の
内
容
を
盛
り
込
ん
で
ほ
し

い
と
述
べ
た
。

　

今
後
の
研
究
会
で
は
、
商
工
会
や

地
域
企
業
の
取
組
事
例
や
産
学
連
携

事
業
の
内
容
検
証
を
行
い
、
最
終
報

告
書
に
向
け
て
さ
ら
に
協
議
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
十
二

日
、神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い
て
「
平

成
十
九
年
度
商
工
会
理
事
研
修
会
」

を
開
催
し
、
九
十
九
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
第
一
部
で
は
、「
崖
っ
ぷ

ち
の
商
工
会
」
と
題
し
、
兵
庫
県
立

大
学
経
営
学
部
事
業
創
造
学
科
教
授

で
あ
る
佐
竹
隆
幸
氏
に
よ
る
講
演
。

「
現
在
、
わ
が
国
の
融
資
制
度
は
担

保
主
義
保
証
制
度
を
採
用
し
て
い
る

が
、
国
は
担
保
に
頼
ら
な
い
経
営
指

針
書
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
）
に
基
づ

い
た
新
し
い
融
資
制
度
を
創
設
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一

年
七
月
に
は
、
全
世
界
の
テ
レ
ビ
が

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
切
り
替

わ
り
、
周
辺
機
器
を
含
め
る
と
約
百

四
十
兆
円
市
場
と
な
る
。
こ
れ
に
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
、
そ
の
一
翼
を
担

う
の
が
商
工
会
の
努
め
で
あ
る
」
と

話
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
夢
前
町
商
工
会
会

長
で
、
県
連
合
会
副
会
長
の
壺
坂
正

昭
氏
が
「
商
工
会
運
営
と
役
員
の
責

務
」
と
題
し
、
講
演
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
五
日

か
ら
六
日
の
二
日
間
、篠
山
市
の「
ユ

ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
」
で
商
工
会
管

理
者
研
修
会
と
第
一
回
事
務
局
連
絡

会
議
を
併
せ
て
開
催
し
、
県
下
商
工

会
か
ら
四
十
七
名
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
一
日
目
は
、
県
商
工
会
連

合
会
の
澤
田
専
務
理
事
が
、
合
併
後

の
商
工
会
の
在
り
方
や
商
工
会
地
域

活
性
化
研
究
会
の
最
終
報
告
に
向
け
、

会
員
企
業
の
た
め
に
商
工
会
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
を
話
し
た
。

　

研
修
二
日
目
は
、
ま
ず
兵
庫
県
議

会
議
員
で
商
工
会
部
会
事
務
局
長
の

石
川
憲
幸
氏
が
、
商
工
会
の
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
を
共
に
考
え
よ
う
と
述

べ
、
自
ら
の
企
業
経
営
や
商
工
会
理

事
と
し
て
の
実
体
験
を
交
え
講
演
し
、

参
加
者
は
と
て
も
熱
心
に
聞
き
入
っ

た
。
続
い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
の

福
住
昌
子
氏
が
、「
上
司
が
覚
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
」

を
テ
ー
マ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
タ
イ
ル
や
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い

て
、
実
演
を
交
え
講
演
し
た
。

　

ま
た
、
一
日
目
の
日
程
の
中
で
、

事
務
局
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
四
つ

の
常
設
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
な

ど
十
項
目
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、

県
工
業
振
興
課
の
西
影
主
幹
か
ら
来

年
開
催
さ
れ
る
「
第
二
十
五
回
全
国

菓
子
大
博
覧
会
・
兵
庫
」
へ
の
協
力

依
頼
が
あ
っ
た
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議

第
一
回
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会

商
工
会
の
あ
り
方
な
ど
を
学
ぶ

商
工
会
管
理
者
研
修
会
等

▲第１回事務局連絡会議

▲開会あいさつをする瓦田委員長

▲開会挨拶をする木南会長

商
工
会
の
役
割
と
役
員
の
責
務
な
ど

商
工
会
理
事
研
修
会
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
森
本

匡
俊
会
長
）
は
、
去
る
七
月
十
日
〜

十
一
日
、西
村
屋
ホ
テ
ル
招
月
庭（
豊

岡
市
城
崎
町
）
に
お
い
て
、
第
二
回

商
工
会
青
年
部
幹
部
講
習
会
を
開
催
。

商
工
会
青
年
部
の
幹
部
部
員
一
六
〇

名
が
出
席
し
た
。

　

十
日
は
、「
第
十
三
回
主
張
発
表

大
会
」
を
開
催
し
県
下
七
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
者
が
熱
弁
を
揮
っ
た
。
そ
し

て
、
但
馬
地
区
代
表
の
田
畑
和
輝
氏

（
但
東
町
）
が
最
優
秀
賞
、
丹
波
・

篠
山
地
区
代
表
の
菟
原
元
彦
氏
（
篠

山
市
）
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

こ
の
結
果
、
田
畑
氏
は
九
月
五
日

に
本
県
（
神
戸
市
）
で
開
催
さ
れ
る

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
主
張

発
表
大
会
に
兵

庫
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
。

　

ま
た
、
研
修

会
で
は
、「『
地

域
の
活
力
』
を

考
え
る
」
と
題
し
、
神
戸
新
聞
社
論

説
委
員
長
・
増
野
俊
則
氏
に
よ
る
講

演
も
行
わ
れ
た
。

　

県
商
工
青
年
同
友
会
（
朝
生
一
郎

会
長
）
は
、
七
月
三
日
（
火
）
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

（
神
戸
市
）
お
い
て
、
第
二
十
九
回

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
は
、
来
賓
に
県
産
業
労
働

部 

経
営
支
援
課
長 

赤
松
博
氏
、
県

連
合
会
の
木
南
岩
男
会
長
を
迎
え
、

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
な
ど
、
三

議
案
に
つ
い
て
審
議
。
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
は
、
新
会
長
に
島
垣

晃
氏
（
養
父
市
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
開
催
し
た

研
修
会
で
は
、
講
師
と
し
て
神
戸
新

聞
社
監
査
役
の
森
本
章
夫
氏
を
む
か

え
「
還
暦
の
日
本
国
憲
法
」
と
題
す

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

▲熱弁をふるう田畑氏

▲開会挨拶を述べる森本会長

商工会会員のみなさまへ
2006年度決算報告より

ジブラルタ生命保険株式会社

　2006年度の業績は、会員のみなさまの深いご理解と幅広いご支援をいただ
き、順調な成果を上げることができました。
　今後も商工会様とのパートナーシップを尊重し、会員のみなさまから最も信頼
される生命保険会社を目指してまいります。

保険料等収入

4,279億円

営業社員数

5,793人

基礎利益

162億円
基礎利益とは保険本業の収益力を示す指標の一つで、保険関係の収
支と利息及び配当金収入を中心とした運用関係収支からなります。

個人保険新契約高

2兆27億円
個人年金保険を含みます。

ソルベンシー･マージン比率

1,150.2％
通常の予測を超えて発生するリスクに対してどの程度「支払余力」
を有しているかを判断するための行政監督上の指標のひとつです。

格付け

Ｓ＆Ｐ社
保険財務力格付

格付けは格付会社の意見であり、保険金支払等について保
証するものではありません。

保健継続率

93.9％
2007年3月基準の保険金ベース13月目継続率です。

総資産

3兆4,338億円

AA

ムーディーズ社
保険財務格付 Aa3

ジブラルタ生命保険株式会社
コールセンター　0120-372269　ミナジブロック
ホームページ　http：//www.gib-life.co.jp

最
優
秀
賞
に
田
畑
和
輝
氏（
但
東
町
）

第
十
三
回
青
年
部
主
張
発
表
大
会

新
会
長
に
島
垣
晃
氏

（
養
父
市
）を
選
任

県
商
工
青
年
同
友
会

銀の馬車道リレーイベント
生野町・中播磨地区商工会

　
「
旧
生
野
鉱
山
寮
馬
車

道（
愛
称
：
銀
の
馬
車
道
）」

は
、
明
治
九
年
、
殖
産
興

業
の
一
環
と
し
て
、
生
野

銀
山
か
ら
姫
路
市
飾
磨
港

を
結
ぶ
、
市
川
沿
い
四
十

九
㎞
に
建
設
さ
れ
た
日
本

初
の
高
速
産
業
道
路
で
す
。

　
「
銀
の
馬
車
道
」
完
成

か
ら
百
三
十
年
が
経
過
す

る
の
を
記
念
し
て
、
中
播

磨
南
北
交
流
促
進
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
「
銀
の
馬
車
道
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
野
町
商
工
会
と
中
播
磨
地
区
商

工
会
が
連
携
し
、「
銀
の
馬
車
道
」

を
統
一
テ
ー
マ
に
各
商
工
会
で
リ

レ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

八
月
は
生
野
町
、神
崎
町
。九
月

は
大
河
内
町
。十
月
は
市
川
町
、福

崎
町
。十
一
月
は
生
野
町
、香
寺
町
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
、
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
と
銀
の
馬
車
道
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ス
タ
ン
プ
が
置
か
れ
て

お
り
、
三
ヵ
所
以
上
の
会
場
を

巡
っ
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
各

商
工
会
の
特
産
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
町
商

工
会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
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ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

              

を
開
講

加
東
市
商
工
会

竹
野
浜
ウ
ミ
ナ
リ
エ

竹
野
町
商
工
会
青
年
部

〝
シ
カ
肉
バ
ー
ガ
ー
〞を
試
験
販
売

佐
用
町
商
工
会
青
年
部

　

経
営
者
や
従
業
員
を
主
な
対
象
と

し
た
講
座
「
加
東
市
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
」
が
、
七
月
〜
十
二
月
の
各

月
に
加
東
市
商
工
会
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

加
東
市
商
工
会（
藤
井
悦
治
会
長
）

で
は
、
経
営
指
導
員
が
日
頃
の
指
導

業
務
の
中
で
「
一
度
企
画
し
て
み
た

か
っ
た
。
ぜ
ひ
会
員
さ
ん
に
受
講
し

て
も
ら
い
た
い
。」
と
思
う
テ
ー
マ

に
基
づ
き
企
画
。
会
員
企
業
の
経
営

知
識
の
向
上
や
実
務
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

同
商
工
会
で
は
、
七
月
十
一
日
か

ら
毎
月
講
座
を
開
催
。
受
講
生
は
そ

の
都
度
募
集
し
、
五
講
座
以
上
を
受

講
し
た
場
合
に
修
了
書
を
授
与
す
る
。

　

初
回
の
「
社
会
保
険
・
労
働
保
険

の
事
務
手
続
き
基
礎
講
座
」
に
は
、

三
十
五
名
の
会
員
が
受
講
。
参
加
者

か
ら
は
「
内
容
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、

先
生
の
話
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
。」

「
実
務
に
す
ぐ
に
役
立
ち
そ
う
。」
と

好
評
で
、
早
々
に
次
回
講
座
の
受
講

申
込
み
を
す
る
会
員
も
あ
っ
た
。

　

竹
野
町
商
工
会
青
年
部
（
山
本
秀

紀
部
長
、
十
九
人
）
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
作
っ
た
北
前
船
の
模
型
を
約

二
千
個
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
で
彩
る
「
竹
野
浜
渚
（
な

ぎ
さ
）
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　

ウ
ミ

ナ
リ
エ
」
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
環
境
問
題
と
地
域

お
こ
し
の
一
環
で
初
め
て
実
施
し
た
。

江
戸
期
に
寄
港
し
て
い
た「
北
前
船
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
模
型
は
、
長
さ

約
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
地
域

住
民
の
協
力
で
回
収
し
た
約
二
千
本

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
い
、
部
員
が

三
カ
月
ほ
ど
か
け
て
製
作
し
た
。
ま

た
、
他
に
も
地
元
の
景
勝
地
と
し
て

知
ら
れ
る
「
は
さ
か
り
岩
」
や
「
猫

崎
半
島
」
の
電
飾
も
あ
る
。

　

二
十
一
日
夜
に
は
、
北
前
館
前
で
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施

し
、
豊
岡
市
の
中
貝
市
長
や
小
林
県

議
や
日
村
県
議
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
八
月

十
八
日
ま
で
毎
夜
、
午
後
七
時
か
ら

午
後
10
時
ま
で
点
灯
さ
れ
、
純
白
の

光
が
浜
辺
を
照
ら
す
。

知的財産教育協会公認
知的財産検定２級対策講座

参加者募集
　三田市商工会では、知的財産に関す
る知識の普及と市内の経済発展の礎を
築く目的で、知的財産検定2級対策講
座を開講します。

■開催日
　9月22日・9月29日・10月20日・10月27日
　13:30～18:00
■場所
　三田市商工会館（三田市天神1‐5‐33）
■参加費
　商工会員・従業員：40,000円
　一般　　　　　　：44,000円
　学生　　　　　　：42,000円
■定員
　50名（20名以下の場合は不開講）
■申込み・問合せ先
　三田市商工会（078-563-4455）
　詳しくは公式サイトで確認下さい。
　http://www.sanda.or.jp/chizai.html

▲開講あいさつをする藤井会長

▲浜辺を照らす光の北前船

▲シカ肉バーガーをPRする青年部員

　

佐
用
町
商
工
会
青
年
部
（
熊
橋
正

憲
部
長
）
で
は
、
七
月
二
十
一
日
、

佐
用
商
店
街
で
催
さ
れ
た
土
曜
夜
市

で
〝
シ
カ
肉
バ
ー
ガ
ー
〞
を
試
験
販

売
し
た
。

　

同
青
年
部
で
は
、
シ
カ
肉
を
活
用

し
た
町
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
こ
の
度
、
シ
カ
肉
を
使
っ
た
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
地
元
の
飲
食
店
・
生

活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
開

発
し
た
。

　

具
材
の
ハ
ン
バ
ー
グ
は
、
六
月
か

ら
シ
カ
肉
の
ミ
ン
チ
カ
ツ
を
定
食
メ

ニ
ュ
ー
に
し
て
い
る
大
衆
食
堂

「
い
っ
き
ゅ
う
」
が
開
発
。
パ
ン
は
、

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
・
ほ
ほ
え
み
会

が
米
粉
を
使
っ
て
製
造
。
野
菜
の
レ

タ
ス
や
玉
ね
ぎ
も
地
元
産
と
い
う
こ

だ
わ
り
バ
ー
ガ
ー
。

　

同
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
試
食

会
で
は
、「
臭
み
が
な
く
、
あ
っ
さ

り
し
て
い
る
」「
ヘ
ル
シ
ー
な
感
じ

が
し
て
お
い
し
い
」
と
好
評
だ
っ
た
。

試
験
販
売
当
日
の
土
曜
夜
市
で
は
、

販
売
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
数

分
で
完
売
す
る
盛
況
だ
っ
た
。
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▲真夏の雪を楽しむ参加者

▲動物とのふれあいを楽しむ

　

但
東
町
商
工
会（
岡
田
重
明
会
長
）

で
は
、
昨
年
度
よ
り
豊
岡
市
の
助
成

事
業
で
地
場
産
業
の
「
但
馬
ち
り
め

ん
」
等
を
生
か
し
た
〝
ア
ロ
ハ
シ
ャ

ツ
〞
の
試
作
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し

て
今
年
度
は
、
更
に
若
い
感
覚
を
取

り
入
れ
〝
ク
ー
ル
ビ
ズ
シ
ャ
ツ
〞
の

開
発
や
販
路
開
拓
を
調
査
研
究
し
て

い
る
。

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
シ
ャ
ツ
は
、
絹
八

〇
％
、
麻
二
〇
％
で
作
ら
れ
袖
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
試

着
の
結
果
は
、「
着
心
地
が
良
く
、

し
な
や
か
で
絹
の
清
涼
感
と
高
級
感

が
引
き
立
っ
て
い
る
。」
と
好
評
。

　

七
月
十
八
日（
水
）に
は
、
試
作
し

た
ク
ー
ル
ビ
ズ
シ
ャ
ツ
を
手
に
、
中

貝
宗
治
豊
岡
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

席
上
、
岡
田
会
長
は
「
会
員
企
業

の
連
携
に
よ
り
地
元
で
完
成
品
が
出

来
る
こ
と
で
希
望
が
見
え
る
。
地
域

資
源
を
も
う
一
度
見
直
し
地
域
活
性

化
の
方
策
を
模
索
し
て
い
く
。」
な

ど
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

去
る
七
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ

た
「
淡
路
市
夏
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、

淡
路
市
商
工
会
青
年
部
（
大
竹
和
夫

部
長
）
は
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
を

担
当
し
た
。

　

今
年
は
、「
淡
路
に
住
ん
で
い
て

普
段
体
験
で
き
な
い
事
を
や
ろ

う
！
」、「
将
来
の
淡
路
島
を
担
っ
て

い
く
子
供
た
ち
に
最
高
の
思
い
出
作

り
の
機
会
を
与
え
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
動
物
と
直
接
触
れ
合
え

て
餌
を
あ
げ
ら
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
動

物
園
」、
裸
足
で
ゲ
レ
ン
デ
を
駆
け

回
る
「
真
夏
の
雪
ま
つ
り
」、「
自
衛

隊
災
害
派
遣
、
消
防
、
警
察
等
の
緊

急
車
両
体
験
乗
車
」
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
曇
り
空
に
も
関
わ
ら
ず

三
万
人
を
超
す
観
客
で
賑
わ
う
。
緊

－中小企業と共に45年－ 

県 共 済 
兵庫県火災共済協同組合  
兵 庫 県 共 済 協 同 組 合  

神戸市中央区中山手通７丁目28番33号（県立産業会館内） 

ホームページ 
078-361-8080(代)　Fax 078-371-6757

商工会の共済事業として会員の福利厚生をお手伝いする 

第
二
回
淡
路
市
夏
ま
つ
り

　
　

〜
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
〜

淡
路
市
商
工
会
青
年
部

〜
市
長
を
表
敬
訪
問
〜

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
シ
ャ
ツ
を
試
作

但
東
町
商
工
会

急
車
両
体
験
乗
車
の
整
理
券
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
無
く
な
り
、
全
て

の
イ
ベ
ン
ト
に
行
列
が
出
来
る
ほ
ど

の
大
盛
況
。
来
場
の
親
子
連
れ
か
ら

「
め
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
♪
」「
ま
た

来
年
も
来
よ
う
ね
」
の
会
話
が
、
会

場
の
各
所
で
聞
こ
え
た
。

　

ま
た
、
七
月
十
九
日
に
発
生
し
た

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
た
め
に
、
青
年
部
で
は
模
擬

店
の
売
上
の
一
部
を
復
興
基
金
に
寄

付
し
た
。

▲中貝市長（左）に報告する岡田会長（右）

早期転換・再挑戦支援
窓口のご案内
【対象者】
　①事業の見通しがつかない中小企業や個
　　人事業者の方々
　②廃業経験を活かして再起業を行いたい
　　方々

【窓口設置機関】
　兵庫県商工会連合会  ℡：078－371－1261
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